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翼 手 類 に お け る 核 型 分 析

1.Baybastellaleucomelasdarjelingensisチ チ ブ

コウモ リの核 型 とそ の系統 的位置 づ け*

内 田 照 章 ・安 藤 光 一

        Karyotype analysis in Chiroptera 

I. Karyotype of the Eastern barbastelle, Barbastella leucomelas 
  darjelingensis and comments on its phylogenetic position 

       Teru Aki Uchida and Koichi Ando

は じ め に

系統動物学は多側面か らの方法によって得 られ た帰

結 を統合 し,そ の上に築かれねばな らない.そ れ に も

かかわ らず,核 型分析が この分野において占め る重要

さはまた格別で あ り,核 型分析は強力かつ直接的 な一

つの手法 といつ て もよい.そ れは,系 統動物学は生物

の歴史性を考慮す ることな しには論 じられない もので

あ り,核 型 は生物 の歴史性 の一端をよ り端的に反映 し

ている可能性が他 の諸特徴 に比 して強 い といえ るか ら

である.

翼手類は前肢が変化 して生 じた翼 を もち,空 中飛翔

生活 を行な う唯一 の哺乳類で ある.し か も系統的には

原始食虫類に類縁 を もち,形 態的に も生理 ・生態 的に

も多 くの原始性 を残 しなが ら,特 殊化の目立つ動物 と

いえる(内 田,1964;内 田 ・庫本 ・毛利 ・安藤,1971).

翼手類の核型分析に関する研究は他 の真獣類におけ

るほど多 くはない.し か しコウモ リ類 の核型について

次の諸点を特徴 としてあげる ことがで きる.す なわち

染色体数(2n)お よび基本数(FN)は,科 レベル

か らみれば科 としての一つのま とま りを示 し,属 レベ

ルに も明 らかな相違がみ られ るが,種 レベルについて

み ると同属別種 の ものでは若干 の例外を除 き同 じ数値

を示す ものが多い.他 の真獣類では種はそれぞれ固有

の2n,FNを 示す ものが多 く,こ の点におい てコウ

モ リ類 の核型は他 の真獣類のそれ と著 しく異 なる性格

を有 する とい える.こ れは,コ ウモ リ類が他 の真獣類

に比 して,よ り原始性 を保持 し,概 して保守的な特性

を温存 してい ることと無関係 ではない.

われわれの研究 の一つの大 きな目標である 「翼 手類

の系統動物学的研究」 の一部を成 してい る核型分析に

関す る研究 の手始め として,筆 者 らはチチブコウモ リ

にお ける核型分析の結果 をここに報告す るとともに,

その系統 的位置づ けについて 考察 を加 えたい.

本文に入 るに先 きだ ち,終 始あたたかい鞭撻 を頂い

た三宅貞祥先生および徳田御稔先生,ま た,わ れわれ

コウモ リ研究 グループの一員であ り,多 くの示唆 と便

宜 を与え られ た庫本正博士(秋 吉台科博),さ らに核

型分析の手法 について懇切 な教示 を頂いた倉本満 博士

(福岡教育大)に 対 し,こ こに深甚なる謝意を表す る.

また現地 での採集に絶大 なる便宜 と支援 を頂いた松 山

営林署面河担 当区大浦彬男農林技 官,高 知大学教育学

部橋 口義久氏お よび畏友矢野昭三氏に心か らお礼 申し

あげ る.

材 料 お よ び 方 法

筆者 らが供試 したBarbastellaleucomelasdarje-

lingensis(Hodgson,1855)チ チ ブコウモ リはVes-

pertilionidaeヒ ナコウモ リ科,Vespertilioninaeヒ

ナコウモ リ亜科 に属 し,シ ナイ,コ ーカサス,ト ル キ

スタンか ら北 イン ド,中 国西部 を通 り日本(北 海道 ・

本州 ・四国)ま で分布す るもので,基 産地は インド北

東部 のDarjeelingで ある.日 本での 採集例は少 な

く,稀 種の1つ で ある.供 試個体は1971年6月17日

*九 州大学農 学部動物学教室業績 .
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午後10時30分,愛 媛県上浮穴郡面河渓においてカス

ミア ミによ り捕獲 され た1頭 の雄で ある.*

染 色体標本を供試個体の上腕骨近位端の骨髄細胞か

ら作成 し,骨 髄細胞の処置は小林(1967)の 方法 を多

少変更 した次 の手法によつた.

1)0.9%生 理食塩水で0.5mg/mlの コル ヒチ ン

溶液を作 り,体 重1g当 た り0.01mlの 割合で腹腔内

注射を行 な う.

2)90～ 工20分後 に上腕 骨を取 り出 し,あ らか じめ

用意 していた0.6%ク エ ン酸 ソーダ溶液を注射器に取

り,髄 腔内の骨髄細胞 を洗 い流 しつつスライ ドガ ラス

上に滴下 させ る.こ れをそのまま30分 間静置す る.

3)あ らか じめ用意 した大型 シャーレの中にガラス

棒 を2本 平 行に並べ,無 水 アル コール1:氷 酢酸2:

水3(容 量比)の 混合液をガラス棒 の上面に触れない

程度 にシャーレに注 ぎこみ,低 張液処理 をほ どこした

上記 のスライ ドガラスをガラス棒の上 に静かに置 く.

蓋 をして室温 に約120分 間静置,蒸 気 固定す る.

4)次 に,2本 のガラス棒 を並べ た他 の大型シ ャー

レに,前 と同様 に,無 水 アル コールをガラス棒 の上面

に触れない程度 に注 ぎ,上 記 のスライ ドガラスを これ

に移 して3～5分 間蒸気 固定す る.

5)ス ライ ドガラスを取 り出 し,徐 々に これを傾 け

なが ら小型 ピペ ットで固定液(無 水アル コール1:氷

酢酸2)を3,4回 連続的 にスライ ドガラスの.上端か

ら滴下す る.

6)直 ちにスライ ドガラスを垂直 に立てかけ,ス ラ

イ ドガラスを汚 さないよ うに空気中で乾燥 させる.

7)ギ ムザ染色を行 な う.試 薬 はメル クの ものが好

ま しい.

この よ うに して作 成 され た 骨髄 細 胞 染 色 体標 本 に よ

り鮮 明 な 中期 像 を鏡 検 し得 た.

観 察 結 果

骨髄 細 胞 染 色 体 の 中期 像 をFig.1に 示 した.各 染

色 体 をPatton(1967)の 腕 比 測 定 法 に よ つ て

Metacentric(M型),Submetacentric(SM型),

Subtelocentric(ST型)お よびAcrocentric(A型)

Fig. 1. Photomicrograph of the metaphase 
chromosomes from bone marrow cell of a 
male Barbastella leucomelas  darjelingensis 
from Omogo-Valley, Mt. Ishizuchi, Ehime 
Prefecture. X2200.

Fig. 2. Representative karyotype (2n=32, FN=50) made from the 

photomicrograph in Fig. 1. X3400.

*鳥 獣捕獲許可証第569号 に よる.許 可証の交付にあた り,種 々とご高配 を頂いた林野庁,福 岡県治山課,愛 媛県林政課の

各担 当官に厚 くお礼 申しあげ る.



に分 け,M型 とSM型 を1グ ル ー プ とし,大 きさ の

順 に 配 列 図示 した(Fig.2).

核 型 分析 の結 果,本 種 は2n=32,FN=50の 染 色

体 を もち,常染色体 は 大 形9対 と 小 形1対 か らな る

M・SM型 グル ー プ,お よび 小 形5対 のA型 か ら構 成

され てい る.性 染 色 体 で はX染 色 体 は 中形 のSM型,

Y染 色 体 は小 形 のA型 で あ っ た(Fig.2).

考 察

1.Barbastellaお よびPlecotini諸 属 の 核 型 分

析 に 関 す る文 献 的 考 察

ここで は,後 述 す る系統 的位 置 づ け に 関す る考 察 の

資料 として 必 要 なBarbastellaチ チ ブコ ウモ リ属,お

よ びPlecotiniウ サ ギ コ ウモ リ群 を構 成 す る2属,す

な わ ちPlecotusウ サ ギ コ ウ モ リ属 とEudermaに つ

い て,こ れ まで の 資 料 を整理 し 文 献 的 な 考 察 を加 え

る こ とにす る.

1.Barbastellaに つ い て(Table1参 照)

本 属 はユ ー ラシ ヤ に のみ産 し,B.leucomelasお よ

びB.barbastellusの2種 が あ る.前 者 は 中近 東 か ら

日本 に か け て分 布 し,後 者 は ヨー ロ ッパ に 分布 してい

る.B,leucomelasの 核 型 は この報 告 に よつ て初 めて

明 らか に され た もので あ る こ とを特 記 した い.し か し

B.barbastellusに つ いて は 次 の よ うな 若干 の報 告 が

あ る.最 初 の 報 告 はMatthey&Bovey(1948)

お よびBovey(1949a)に よ る もの で,2n=32,

FN=52と され て い る.つ づ い てCapannaetal.

(1968)お よびCapanna(1968)は2n=32,FN=

50と 報 告 してい る.Capanna一 派 は綿 密 なkaryo-

gramに よ る分 析 を 行 なつ て お り,2n=32,FN=

50が 確定 的 とい え る.常 染 色 体 は大 形9対 と小 形1

対 か らな るM・SM型 グル ー プ(Capanna-一 派 は こ

れ らをすべ てmetacentricと 呼称 してい る),お よび

小 形5対 のA型 か ら構 成 され てお り,X染 色 体 は 中形

のSM型,Y染 色 体 は小 形 のA型 で あ る.こ れ らは

筆 者 らが 供 試 したB.leucomelasの 核 型 と 一 致 す

る.こ れ に よ り,コ ウモ リ類 の核 型 につ いて の一 般 的

な傾 向,す なわ ち同 属 内 で は種 間 に お け る核 型 変異 が

乏 しい とい う特性 を.磁r加8∫811α に お い て も認 め る こ

とがで き る.

2,Plecotiniに つ い て(Table1参 照)

Plecotusに つ い て は,筆 者 らは未 だ核 型 分 析 を行 な

う機 会 を もちえ な いが,核 型 の上 か らみ たBarbastella

とPlecotiniの 系 統 動 物 学 的 な位 置 づ け に は注 目すべ

き問題 点 が 存 在 す るので,Plecotiniの 核型 につ い て

今 まで に報 告 され て い る資 料 を整 理 す れ ば,次 の よ う

で あ る.

Plecotusに は い くつか の 亜 属 が あ るが,ユ ー ラ シヤ

Table 1. Comparison of the somatic chromosomes of the plecotine bats.

 M=metacentric  ; SM= submetacentric ; ST=subtelocentric ; A=acrocentric.



に はPlecotus(P18co魏 の ウサ ギ コウ モ リ亜 属 を,新

大 陸に はPlecotus(Corynorhinus)*お よびPlecatus

(ldianyeteris)*を 産 す る.ユ ー ラ シヤ に産 す るP.

(Plecotus)に つ い て は,P.(・Plecotus)auritusウ サ

ギ コ ウモ リの染 色 体数 はMatthey&Bovey(1948)

お よびBovey(1949a)に よ っ て2n=32,FN=・52

とされ た が,Bovey(1949b)は2n=32,FN=50

とこれ を訂 正 した.P.(Pdecotus)austriacusで は

2n=32,FN：50と い う資料 がBaker(1970)に よ

っ て提 出 され てい る.

一 方,ユ ー ラ シヤ産 のP .(Plecotus)に 対 応 す る新

大 陸の 亜 属 につ い て は,P.(Corynorhinus)rafrnes-

quiffはBaker&Mascarelio(1969)に よ れ ば2n=

32,FN=50の 染 色 体 数 を もつ.ま た 同亜 属 別 種 のP.

(Corynorhinus)townsendiiの 染 色 体 数 はBaker&

Patton(1967)に よっ て2n=32,FN=48と され た

が,Baker&Mascarello(1969)は2n=32,FN=

50と これ を訂 正 した.も う1つ の亜 属 の ものP.(ldi-

onycteris)phyllotisはBaker&Patton(1967)**お

よびBaker&Mascarello(1969)に よっ て2n=

30,FN=50の 染 色 体 数 を もつ こ とが知 られ て い る.

さ らに 新大 陸 に は近似 属 としてEudermaが あ り,こ

の属 はE.macrclatum1種 だ けか らな り,こ の種 は

Williams,Druecker&Black(1970)に よっ て2n=

30,FN=52の 染 色 体 数 を もつ とされ て い る.

以 上,.Barbastellaお よ びPlecotiniに お け る2n

お よびFNの 数 値 につ い て説 明 した が,核 型 に つ い て

の詳 細 はTable1に 示 す とお りで あ る.こ れ に よ る

とPlecotini2属 あ るい は各 亜 属 間 で は,そ れ らは互

い に きわ め て近 い 類縁 に あ る こ とを核 型 の上 か ら も認

め る ことが で きる.

II.核 型 か らみ たBarbasteltaの 系 統 的 位置 づ け

Table1に 示 した核 型 分 析 の資 料 か らBarbastella

の系 統 的 な位 置 づ け につ い て の 考 察 を行 な い,Tate

(1942)の 結 論 に批 判 を加 え たい.

Tate(1942)は 主 と して歯 数,歯 紋 お よび頭 骨 な ど

の分 類 学 的諸 特 徴 か ら,BarbastellaをPipistrellini

イエ コ ウモ リ群 の うちのPipistrelloidgenera(Pipi-

strelloidsubgroup)イ エ コ ウモ リ亜 群 の1員 に加 え,

またPlecotiniを 広 義 のMyotiniホ オ ヒゲ コウ モ リ

群 に 含 め てい るが,こ れ らの 位 置 づ けに は 機 能 形 態

学 的 な見 地 か ら も疑 問が あ る(内 田 ・庫 本 ・毛 利 ・安

藤,1971).核 型 の 上か らみ れ ば,Table1に 示 す と

お り,BarbastellaはPlecatiniに きわ め て近 い類 縁

を もつ こ とが 分 る.す な わ ちBarbastellaの 染 色 体

数 は2n=32,FN=50で あ り,Plecotiniで は

1)lecotrrsは2n==320r30,FN=50,Eudermaは2

n=30,FN=52の 染 色 体 数 を もち,核 型 も互 い に きわ

め て 類似 してい る。 これ ら各 属 あ るい は種 問 にお け る

核 型 の差 異 ない し相 互関 係 は,お そ ら くA型 染 色 体 の

pericentricinversion挾 動 原 体逆 位 あ るい はcentric

fusion動 原 体 癒合 に よっ て 説 明 され うる範 囲 の もの

とい え る.Bovey(1949b)はB.barbastellusの 核

型 がP.auritusの それ に 近 い こ とをみ て,両 者 を

Plecotinaeウ サ ギ コ ウモ リ亜科****の 構 成 員 と し

て い る.ま たWilliamsetal.(1970)はEuderma

maculatumの 核 型 を 分 析す る と 共 に,Barbastella

を も含 めたPlecotini諸 属 の 系統 的 位 置づ け を論 じ,

PlecotiniをMyotiniか ら 除外 す べ きで あ るこ とを

提 唱 して い る.

筆 者 らはpipistrelliniに 属す るPipistrellusabra-

musイ エ コ ウ モ リ(Pipistrelloid,2n=26,FN=・

42)やVespertilioorientalisト ウ ヨウ ヒナ コ ウ モ リ

***(Eptesicoidホ リカ ワ コ ウモ リ亜 群
,2n==38,

FN=50),お よびMyotiniに 属 す るMyotis数 種

(2n=44,FN=50)に つ いて も核 型 分 析 を行 なつ た

が,こ れ らの コ ウモ リ類 の 核 型 は こ こに 報 告 し た

Barbastellaleucomelasの そ れ とは,か な り掛 け離

れ た もので あ る.こ れ らにつ い て の詳 細 は稿 を改 めて

述 べ た い.

以 上 の考 察 か ら,Bovey(1949b)の 見解 に もみ ら

れ る よ うに,筆 者 ら もま たBarbastellaはPipistrel-

liniか ら 除 かれ てPlecotiniに含 め られ るべ きで あ

る こ とを結 論す る.さ らにWilliams,Druecker&

Black(1970)が 指 摘 して い る よ う に,P1θcotiniは

Myotiniか ら 分 離 独 立 され るべ き もの と 筆 者 ら は

考 え る.

要 約

Barbastellaleucomelasdarjelingensisチ チ ブ コ ウ

モ リの核 型 が,本 報 告 によ つ て 初 め て 明 らか に され

た.す なわ ち染 色体 数 は2n=32,FN=50,常 染 色 体

*分 類学者 によっては,こ れ らの亜属を属 とみなし,Plecotusか ら独立 させて いる。

**彼 らは雄 個体 の資料を欠 き,性 染色体 を確認 していないので,FN=50と い う数値は仮定的な ものであ るとしている.
***ト ウ ヨウ ヒナ コウモ リの学名 についてWallin(1969)は 従 来のVespertiliosuperansを 上記 学名の もとに新種 とした.

****こ の亜科 の名称はすで に古 くか ら用い られず,Vespertilioninaeヒ ナ コウモ リ亜科 に包含 されて いる.



は大 形9対 と小 形1対 のM・SM型 グル ー プ,お よび

小 形5対 のA型 か らな り,X染 色 体 は 中形 のSM型,

Y染色体 は小 形 のA型 で あつ た.

供 試 したB.leucomelasの 核 型 は ヨー ロ ッパ 産 の

別 種B.barbastellusの それ と一 致 した.翼 手 類 にお

い て は,一 般 に同 属 の種 間で は 核型 変 異 に乏 しい とい

う傾 向 が み られ るが,本 属 にお い て もその 傾 向 を示 唆

す る結果 が 得 られ た こ とは興 味 深 い.

13arbastellaの 系 統 分 類 学 的位r}*t1F:1について,Tate

(1942)は 歯や 頭 骨 な どの 分 類 学 的諸 特 徴 か ら本 属 を

Pipistrelliniイ エ コ ウモ リ群 の うちのPipistrelloid

イ エ コ ウモ リ亜 群 の1属 とした.し か し 、8arbastella

の核型(2n=32,FN=50)がPlecotiniウ サ ギ コ ゥ

モ リ群 を構 成 す る諾 属 の核 型(2n=320r30,FN=-

500r52)と 苫:しい 類似 性 を示 し,両 者 は きわ め て近

い 類 縁 関係 に あ る こ とが 明 らか に なつ たの で,筆.者 ら

はBarbastellaをPipistrelliniか ら 除 外 してPle-

COtll71に 入 れ るべ きで あ る こ とを ここに 結 論 す る と

共 に,PlecotiniはMyotiniか ら独 立 され るべ き も

の と考え る.
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                                   Summary 

   We analysed the karyotype of the Eastern barbastelle, Barbastella leucomelas dar-

jelingensis for the first time, based on the preparation from bone marrow cell of a male 
specimen which is collected from Omogo-Valley, Mt. Ishizuchi, Ehime Prefecture, on 
17th June, 1971. The diploid number (2 n) was 32 and fundamental number (FN) 50. 
The autosomes consisted of a series of 10 pairs of metacentric and submetacentric 
chromosomes graded in size from large to small, and five pairs of small acrocentric 
chromosomes. As to the sex chromosomes, the X chromosome was medium-sized and 
submetacentric, and the Y was a small acrocentric chromosome (Figs. 1 and 2). 

   The karyotype of B. leucomelas was identical to that of B. barbastellus from Europe. 
It is recognized in general that little karyotypic variation is found within a given 

genus in bats. Our finding confirmed this understanding. 
   With regard to the phylotaxonomic position of Barbastella, Tate (1942) has included



this genus in the Pipistrelloid subgroup of the group Pipistrellini judging from the dental 
and cranial characters, and he has positioned the group Plecotini in the group Myotini. 
However, a comparison of the karyotype of Barbastella (2n=32, FN=50) with those 
of the Plecotini (2n=32 or 30,  FN=5Q or 52), as shown in Table 1, suggested that it 
is extremely similar to those of Plecotus (Plecotus). On the other hand, we believe 
that the affinity among Barbastella, the Pipistrellini and the Myotini is remote because 
of the considerable degree of karyotypic diversity among them. For example, in the 
Pipistrellini the chromosome number of Pipistrellus abramus (Pipistrelloid subgroup) is 
2n=26, FN-42 and that of Vespertilio orientalis (Eptesicoid subgroup) is 2n=38, FN= 
50; in the Myotini those of some species belonging to the genus Myotis are 2 n=44, 
FN = 50. 

   Taking these data into consideration, it is likely that Barbastella is more closely 
related to the genera of the Plecotini than it is to the Pipistrelloid genera of the 
Pipistrellini. Therefore, we support the opinion of Bovey (1949 b) in that Barbastella 
should be excluded from the Pipistrellini and then included in the Plecotini, and agree 
with the proposal of Williams, Druecker and Black (1970) in that the Plecotini should 
be separated from the Myotini.


